
事業評価個票（事業実施：令和２年度）
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□ （ ）
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一般財源 ８１,３３３ ２２,７９６

貸付

課
題
・
改
善
点

専門職大学は、当初、令和５年４月開学を目標に準備を進めてきたが、コロナ禍により大学教員の招へい活動に影響が生じたことなど
から、開学時期が少なくとも１年程度遅れることとなった。最短で令和６年４月の開学に向け、大学校舎の完成が間に合うよう、校舎
の設計業務を進めていく。

その他特定財源

令和２年度の成果目標なし。２０８,０３３ ２２７,２９６ －

県債 １２６,７００ ２０４,５００

財源内訳
（単位:千円）

国庫支出金

計 ２０８,０３３ ２２７,２９６ －

Ｃ

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。 －

当初予算額
（単位:千円）

費目
（予算見積書グループ名）

計

活動実績は見込みに見合ったものであるか。
また、整備された施設や成果物などは十分に活用されているか。

－ －

事
業
の
効
率
性

支出先の選定や受益者との負担関係は妥当であるか。 Ａ

令和６年度令和２年度令和３年度 令和４年度

４０

大学校舎の新築工事設計業務（令和２～３年度債務負担
行為設定済）については、基本設計の進捗が遅れたた
め、その出来高に対応する部分を令和３年度へ繰り越し
たが、当初の予定どおり、令和３年度内の設計完了を見
込んでいる。

事
業
の
有
効
性
（

達
成
度
）

評価に関する説明

成果実績

農林大学校旧学生寮の解体工事は一般競争入札方式によ
り、専門職大学校舎の新築工事設計業務は公募型簡易プ
ロポーザル方式により、工事請負業者・設計業務を委託
する設計者の選定を行っている。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較
してより効果的あるいは低コストで実施できているか。
また、類似の事業がある場合、他部局等と適切な役割分担を行ってい
るか。

Ａ

専門職大学のキャンパス整備へのＰＦＩ手法の導入について、類似の
ＰＦＩ活用例（寒河江工業高校改築等）を参考に検討したが、導入可
能性調査等の諸手続に相当の時間を必要とすること（寒河江工業高校
の場合、導入可能性調査から校舎竣工まで６年間の予定）が明らかと
なり、当初開学目標としていた令和５年４月（キャンパス整備事業開
始時点で残り３年間）に間に合わせることが困難であったため、県直
営方式によることとした。

農林業を取り巻く社会経済情勢の変化・課題に対応して
いくことができる高度な人材の育成が不可欠である。ま
た、農林業の担い手養成は農林業振興施策の主要な柱の
一つであり、県として責任をもって行う必要がある。

事業所管部局による評価・検証（令和３年７月）

達成度 ％

Ａ

令和５年度 令和６年度

目標値

活動指標及び成果指標設定の考え方

本事業は、大学キャンパスの整備を行うものであることから、活動指標については「令和６年４月開学に向けた事業の進捗」としている。
成果指標については、大学を設置する目的が明日の農林業を担う高度な人材の育成であることから、「専門職大学の入学者数」とし、現在
想定している入学定員である４０名を目標値として設定した。

％ －

目標値 人 － － － －

令和２年度 令和３年度 令和４年度

％ 2.9

99.4

事業終了(予定)年度

農政企画課 当初見込み ％ 4.2 8.7 32.7 97.0

令和２年度 令和７年度

実施方法

成果指標及び
成果実績

（アウトカム）

成果指標（所管部局の分析）

項目

事
業
の

必
要
性

事業の目的が県民や社会のニーズを的確に反映し、成果目標の明確な
達成手段として位置づけられ、優先度の高い事業となっているか。
また、市町村・民間等に委ねることができない事業なのか。

事業の目的

事業概要

　明日の農林業を担う高度な人材を育成するため、専門職大学を設置することとしてお
り、最短で令和６年４月の開学に向けて、大学キャンパスの整備を進める。

①農林大学校旧学生寮の解体
　専門職大学は、新庄市にある現在の農林大学校敷地内の旧学生寮所在地に設置する予
定。専門職大学校舎を建設するに先立ち、旧学生寮の解体を行う。

②専門職大学等のキャンパス整備
　最短で令和６年４月開学に向け、専門職大学のキャンパス整備を進める。専門職大学と
一体的に運営することとしている農林大学校については、施設の老朽化が進んでいること
から、専門職大学と農林大学校を一体的に整備する。
【整備するもの】　大学校舎、現場実習用教室、園芸ハウス、畜舎、駐車場、実習・実験
用設備、図書　等

①②民間事業者のノウハウを活かし、効果的に事業を進めるた
め

上記実施方法とする理由：

直接実施 委託・請負 補助

専門職大学への入学者数

成果実績 人

達成度

単位

評価

負担 交付

事業名 農林業専門職大学等キャンパス整備事業費

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標

部局名 農林水産部
令和６年４月開学に向けたキャンパス整
備事業の進捗（事業費ベース）

活動実績

当初見込み

総合発展計画実施
計画の位置付け

政策の柱、
政策

施策

目標指標

[政策の柱２] 競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化
[政策１] やまがたの農業を支える人材の育成と基盤形成

[施策２] 高度人材の育成・活用

40人(R6)専門職大学への入学者数

事業開始年度

担当課名

活動実績

(評価基準)
Ａ:目標を上回る成果、活動見込を上回って達成(100%以上)/Ｂ:概ね目標どおりの成果、活動見込を概ね達成(80～99%)/Ｃ:目標を下回る成果、活動見込を下回った(79%以下)

（様式２）

その他

農林業専門職大学等キャンパス
整備

２０８,０３３ ２２７,２９６

令和５年度

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

－

単位



【農林水産部 農政企画課】 

 農林業専門職大学の開学に向けたキャンパス整備等の推進【拡充】 
                                252,893千円 

○ 農林業専門職大学の令和５年４月開学を目指し、令和 

 ２年度は、専門職大学の設置に向けた基本計画の検討 

 や、大学校舎の設計、大学校舎の建設予定地にある農林 

 大学校旧学生寮の解体を行う。 

① 農林業専門職大学設置推進事業費     18,895千円 

 ・ 学部学科構成、カリキュラム編成、教員の体制、施 

    設・設備など、大学設置の具体的な内容を定める基本計  

    画の検討  

 

② 農林業専門職大学等キャンパス整備事業費【新規】 

                      233,998千円 

 ・ 大学校舎の基本・実施設計 

   （令和２年度から３年度の２ヶ年で実施） 

 ・ 農林大学校旧学生寮の解体 

   （令和２年度から３年度の２ヶ年で実施） 

目  的 事業内容 

32 

○ 位置図 

専門職大学・農林大学
校新校舎建設予定地 
 
既存の農林大学校旧学
生寮を解体後整備 

農林大学校現校舎 

緑風館 
（研修施設） 

農林大学校学生寮 

最上産地 
研究室 

農林大学校体育館 

○ スケジュール 

令和２年度 令和３年度 令和４年度

○ ○

新

校
舎

建

築

旧

寮

解

体

大

学
設

置

認
可

令
和
５
年
４
月
開
学R3.10 大学設

置認可申請

R4.8  大学

設置認可

解体工事

基本・実施設計 校舎本体工事
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